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［第14回通常総会第1号議案別紙1］ 

一般社団法人プラズマ・核融合学会 

令和6 年度事業報告書 

自令和6(2024)年4月1日至令和7(2025)年3月31日 

 

［１］ 事業の概要 

１．学術集会、講演会の開催による学術振興事業(定款第4条第1号) 

1. 第41回年会 

    日時：令和6(2024)年11月17日(日)〜20日(水) 

    場所：タワーホール船堀（東京都江戸川区）  

    講演数：特別講演1件、招待講演11件、一般講演484件(うち口頭発表168件、ポスター発表316件)、シンポジウム6件、 

オーガナイズドセッション6件、プラズマ・核融合学会賞受賞講演4件、インフォ-マルミーティング4件、企業セミ 

ナー6件 

    参加登録者数：713名(内訳：正会員326名、学生会員255名、非会員46名、学生非会員15名、シニア会員14名、招待者 

他57名) 

2. プラズマ・核融合若手フォーラム主催 第2回プラズマ・核融合若手夏の学校  

    日時：令和6（2024）年8月27日（火）〜30日（金） 

    場所：リゾートイン黒岩荘（長野県南佐久郡）  

    参加登録者数：50名、講師8名 

3. 第15回核融合エネルギー連合講演会 〜フュージョンエネルギーによる脱炭素社会の実現〜 

日時：令和6(2024)年6月13日(木)〜14日(金) 

    場所：八戸市公民館（青森県八戸市）  

    講演数：特別講演4件、招待講演4件、一般講演171件(ポスター発表)、シンポジウム4件、パネルディスカッション1件 

    参加登録者数：314名(内訳：正会員173名、学生会員62名、非会員49名、学生非会員8名、招待者他22名) 

 

２．学会誌、論文資料等の刊行・出版事業(定款第4条第2号) 

1. 「プラズマ・核融合学会誌」 

    令和6(2024)年4月～令和7(2025)年3月の期間に下記12冊を刊行した。 

      第100巻第4号～第12号(合計388ページ)   第101巻第1号～第3号(合計144ページ) 

      発行形態：A4版、月刊(年間平均毎号44ページ)   発行部数：毎号1,700部 

2. 英文論文誌「Plasma and Fusion Research」 

    令和6(2024)年4月～令和7(2025)年3月の期間に下記12冊をWeb上への掲載により電子出版した。 

      Volume 19, April 〜 December   Volume 20, January 〜 March 

    以下の論文を、Special Issueとして刊行した。 

1. Papers from the 26th International Conference on Spectral Line Shapes (ICSLS2024)   

3. 講演予稿集及びテキスト、その他 

    第2回プラズマ・核融合若手夏の学校テキスト 

 

３．教育、研究助成等による人材育成・研究推進事業(定款第4条第3号) 

1. 専門委員会活動 

    （1） 「核融合炉燃料としてのトリチウムの包括的なリテラシーの向上」 芦川直子主査 
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    （2） 「プラズマ医療科学に基づいたソフトマテリアルのプロセス、材料、計測・評価の進化」 池原譲主査 

    （3） 「新たなフェーズに入った核融合研究のための研究ネットワークの構築と強化」 坂本瑞樹主査 

2. 広報事業 

     令和7(2025)年1月25日(土) 金沢大学自然科学大講義棟（角間キャンパス）で、ハイブリッド方式による第22回高校生シ

ンポジウム「未来を拓くプラズマ科学と先端技術〜集まれ高校生研究者！〜」を開催。参加高校12校、参加者71名。 

４．その他本会の目的を達成するために必要な事業(定款第4条第4号) 

1. 九州・沖縄・山口支部 第28回支部大会 

    期日：令和6(2024)年12月21日(土)〜22日(日) 

    会場：西新プラザ（福岡県福岡市） 

    講演数：招待講演 3件、一般講演46件(内訳：口頭発表20件、ポスター発表26件) 

    参加人数：68名(内訳：一般16名、学生49名、招待者3名) 

    表彰：講演奨励賞4件 

2. 北海道地区研究連絡会 第28回北海道地区研究連絡会研究会 

    期日：令和7(2025)年3月7日（金） 

    会場：北海道大学工学部L棟2階 L200教室、及びオンライン 

    講演数：23件 

    共催：日本原子力学会北海道支部第41回研究発表会 

    参加人数：54名 

3. プラズマ・核融合学会学会賞 

    (1)第32回論文賞 該当なし 

    (2)第29回技術進歩賞 

       「データ同化手法を用いた核融合プラズマのデジタルツイン予測制御システムの開発」 森下侑哉（京都大学）他10名 

(3)第29回技術進歩賞 

       「自己崩壊αパルスを利用した核分裂検出器の新たな健全性確認方法の開発」    

河野繁宏（量子科学技術研究開発機構）他9名 

(3)第29回学術奨励賞（伊藤早苗特別賞） 

       「トーラスプラズマにおける雪崩輸送と分布形成の実験研究」 金 史良（京都大学） 

    (5)第29回学術奨励賞（伊藤早苗特別賞） 

       「Magnum-PSI非接触プラズマにおけるリサイクリング粒子がパルス緩和に与える影響」 林 祐貴（東大） 

    (4)第23回産業技術賞 該当なし 

    (5)第7回紅宝賞(女性研究者研究業績賞)（伊藤早苗特別賞） 該当なし 

    (6)第18回貢献賞 該当なし 

    (7)第3回学会活動奨励賞 

       「総合研究大学院大学・社会連携事業「次世代研究者育成をめざした地域密着型体験プログラム」等に基づく核融合分 

野での普及・啓発活動に対する貢献」 富所風花（函館工業高等専門学校） 

4. 第41回年会若手学会発表賞 

    ＊正会員部門 

    「LHDプラズマのデータ同化に基づくデジタルツイン制御」 森下侑哉（京都大学） 

    「トモグラフィーを用いた直線磁化プラズマにおける揺動に与える背景非対称性の非線形効果の発見」 

小林大輝（九州大学） 

 



 3 

    「高速サンプリング高速イオン荷電交換分光を用いた、高エネルギー粒子駆動MHDバーストに伴う高速イオン位相空間 

ダイナミクスの観測」 河内裕一（名古屋大学） 

「直線型プラズマ装置Magnum-PSIを用いた熱パルス重畳による非接触プラズマの動的応答」 林 祐貴（東京大学） 

「中性子照射タングステンにおける空孔集合体形成と水素同位体曝露効果」 矢嶋美幸（核融合科学研究所） 

    ＊学生会員部門 

    「純電子プラズマの公転運動に対するネストトラップの影響」 東 希（京都工芸繊維大学） 

「電磁流体波が駆動する太陽風に磁気拡散効果が与える影響」 松岡聖人（名古屋大学） 

 「ヘリコンスラスタにおける推進剤ガスシャワー導入法の効果」 中濵友吾（東北大学） 

「ナノ粒子生成用タンデム型変調誘導熱プラズマ下流チャンバ域への付加ブロック導入による低温巻込み流制御の三次元 

熱流体解析」 岡野里桜（金沢大学） 

「大気圧酸素プラズマによるマクロファージの分化誘導メカニズムの考察」 小高沙織（九州大学） 

「プラズマ活性種による細胞死の選択的誘導」 齊藤壱平（成蹊大学） 

「抵抗性バルーニングモード乱流における GAM 振動の励起と二流体効果」 高野歩海（名古屋大学） 

「ジャイロ運動論コードを用いた トカマクプラズマの密度揺動計測シミュレーション」 桑宮幸佑（九州大学） 

「ダイバータ模擬プラズマにおける高時間分解電子温度計測に向けた機械学習を用いた水素原子・分子発光からの電子温 

度予測」 岡本拓馬（筑波大学） 

「重水素パッシェンα線スペクトル計算によるJT-60SA非接触プラズマ診断法の開発」 守田常裕（京都大学） 

「GAMMA 10/PDX ダイバータ模擬プラズマにおけるHα, Hβ及び Hγ線の発光強度時空間分布遷移現象の観測」  

髙橋理志（筑波大学） 

「スクレイプオフ層–ダイバータ領域における非等方イオンエネルギー成分に対する伝導熱流束の個別輸送方程式の解」  

本間佳史（筑波大学） 

「ITG・TEM乱流による乱流エネルギー交換とエネルギーフラックスの相関」 加藤鉄志（東京大学） 

「データ同化を用いたトカマクプラズマの実時間予測システムの平衡計算の拡張」 市川 龍（京都大学） 

「再成膜による機能性被覆の修復技術の検討」 伊藤鉄馬（静岡大学） 

「液体LiPb合金/V基板系の水素同位体透過挙動」 安藤友哉（近畿大学） 

「高機能電子顕微鏡によるタングステン中のバブル内ガス挙動評価」 大久保慎高（島根大学） 

「RFプラズマ装置におけるタングステンナノ構造バンドルの形成過程の観察」 村上 創（筑波大学） 

 

5. その他／本学会が共催・後援・協賛し、当年度に開催された学術的会合  

（1） 一般社団法人OPTICS & PHOTONICS International協議会主催  

OPTICS 6 PHOTONICS International Congress 2024 (OPIC2024） 

協賛     

  2024.4.22-26 パシフィコ横浜会議センター／横浜市      

（2） 日本表面真空学会主催 第59回真空技術基礎講習会  協賛     

  2024.5.28-31 大阪産業技術研究所 本部・和泉センター／和泉市      

（3） 核融合科学研究所主催 26th International Conference on Spectral Line Shapes 共催     

  2024.6.2-7 滋賀県立武道館／大津市      

（4） 静電気学会主催 2024年度静電気学会講習会「最新！空気清浄の全て〜原理と応用、集塵、脱臭、感染 

対策など〜」 

協賛     

  2024.6.14 オンライン開催      

（5） 日本表面真空学会主催 第5回オンライン真空講習会入門講座 協賛     

  2024.7.3-2025.2.4 オンライン開催（オンデマンド講義受講可能期間） 
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（6） 日本電磁波エネルギー応用学会主催  

5GOMEA 2024 (The 5th Global Congress on Microwa!e Energy Applications) 

協賛     

  2024.7.22-25 九州大学伊都キャンパス "木ホール／福岡市      

（7） ICPEAC2025#織委員会主催 第34回光子電子原子$%に関する&'会議 協賛     

  2024.7.29-8.5 ()コン*ンションセンター／()市      

（8） 日本表面真空学会主催 第61回（2024年度）真空夏+大学 協賛     

  2024.8.27-30 八,子市生-学習センター／八,子市      

（9） 日本表面真空学会主催 第4回オンライン真空応用技術講座 協賛     

  2024.9.3-2025.2.14 オンライン開催（オンデマンド講義受講可能期間）      

（10） 日本表面真空学会主催 第5回オンライン真空講習会 協賛     

  2024.9.3-2025.2.14 オンライン開催（オンデマンド講義受講可能期間）      

（11） 静電気学会主催 第48回静電気学会全&大会 協賛     

  2024.9.10-12 北九州&'./場 西日本総合./場／北九州市      

（12） 日本真空工業会他主催 VAC00M2024真空. 後援     

  2024.9.18-20 

 2024.9.11-27 

東京1ッグサイト・東ホール／東京都江東区 

オンライン 

     

（13） 日本流体力学会 年会2024 協賛     

  2024.9.25-27 日本大学文理学部 23年記4館／東京都世田5区      

（14） 日本熱測定学会主催 第60回熱測定討論会 協賛     

  2024.9.26-28 京都6立京都学・78館、9森記4館／京都市      

（15） 日本表面真空学会主催  

The 10th International Symposium on Surface Science（ISSS-10）、2024年日本表面真空学会学術講演会 

協賛     

  2024.10.20-24 北九州&'会議場／北九州市      

（16） 第45回ドライプロセス&'シンポジウム（DPS2024)  協賛     

  2024.11.14-15 :;市民文化センター北ガス文化ホール／:;市      

（17） 量子科学技術研究開発機構主催 第8回<ST&'シンポジウム 協賛     

  2024.11.14-15 リンクステーションホール青森／青森市      

（18） 公=社団法人日本表面真空学会マイクロ1ームアナリシス技術部会主催 15th International Symposium 

of Atomic Le!el Characteri>ation for New Materials and De!ices ?24 (ALC?24) 

協賛     

 2024.11.17-22 くにび@メッセ／松山市      

（19） 日本機械学会 2024年度計算力学技術者（CAE技術者）資A認定 協賛     

  2024.11.17 B会場にて      

（20） RX Japan（C）主催 スマートエネルギーweeD 関西2024 後援     

 2024.11.20-22 インデックス大阪／大阪市      

（21） 静電気学会主催 2024年度制電気学会講習会「静電気EFの実Gと対策（1）〜基礎・計測・H電技術、 

液体EF、I体EF〜」 

協賛     

 2024.11.21 オンライン開催      

（22） 公=社団法人応用J理学会プラズマエレクトロニクス分科会主催 第35回プラズマエレクトロニクス 

講習会 〜プラズマプロセスの基礎と先端応用技術〜 

協賛     

  2024.11.29 グランパークカンファレンス401ホール／東京都K区      

（23） ITER機構、核融合科学研究所主催 第13回ITER&'スクール（IIS2024） 共催     

  2024.12.9-13 プライムセントラルタワー名古屋LM／名古屋市      

（24） 2024年度制電気学会講習会「静電気EFの実Gと対策（2）〜静電気リスクアセスメントの基礎と演習〜」 協賛     

  2024-12-18 オンライン開催      

（25） 日本原子力会議主催公開シンポジウム 原子力総合シンポジウム2024 共催     

  2025.1.20 日本学術会議講N／東京都K区      

（26） 応用J理学会プラズマエレクトロニクス分科会主催 第42回プラズマプロセシング研究会（SPP-42） 協賛     

  2025.1.28-30 JOCOMホルトホール大分／大分市      

（27） ITER／PA成果報Q会2024 共催     

  2025.1.30 イイノホール／東京都:代田区      
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（28） 東京工業大学 科学技術創成研究院 RロカーSンエネルギー研究所及びグリーントランスフォーメー 

ションイニシアティブ主催 International Symposium on Green Transformation Initiati!e and Inno!ati!e Tero- 

Carbon Energy Systems (GXI-TES) 

協賛     

  2025.1.14-16 東京工業大学大岡山キャンパス／東京都目黒区      

（29） 公=社団法人応用J理学会主催 第17回先進プラズマ科学とU化J及びナノ材料への応用に関する&

' 

シンポジウム／第18回プラズマナノ科学技術&'会議（ISPlasma2025/0C-PLANTS2025） 

共催     

  2025.3.3-7 中部大学／V日W市      

（30） 日本$X波研究会主催 2024年度$X波シンポジウム 協賛     

  2025.3.12-14 東北大学Y平桜ホール、流体科学研究所／Z[市      

 

［２］ 会\の概要 

１．総会、理事会、委員会に関する事] 

1. 一般社団法人プラズマ・核融合学会第13回通常総会 

    第13回通常総会を、令和6(2024)年6月7日(金)に、一般社団法人プラズマ・核融合学会事\ (̂名古屋市:種区)及び、 

   オンラインにて開催し、次の案件に_いてい`れa原案通り可bした。 

       第1号議案：令和5年度事業報Qc、令和5年度d\e表他 f認の件 

       第2号議案：令和6年度事業計gc、及びh支予算c f認の件 

       第3号議案：令和6年度新i員 f認の件 

       第4号議案：年会jk定 f認の件 

2. 理事会 

    理事会を次のように開催した。（オンライン） 

第227回 令和 5(2024)年05月09日! 第228回 令和 6(2024)年06月07日!

第229回 令和 6(2024)年06月07日! 第230回 令和 6(2024)年08月21日!

第231回 令和 6(2024)年11月13日 第232回 令和 7(2025)年03月04日 

3. l部会議  

l部会議を次のように開催した。（オンライン） 

第1回 令和 6(2024)年08月08日! !

5. 総\委員会  

総\委員会を次のように開催した。（オンライン） 

第147回 令和 6(2024)年04月22日!

6. m集委員会 

    m集委員会を次のように開催した。（オンライン、対面） 

第481回 令和 6(2024)年04月12日! 第482回 令和 6(2024)年05月10日!

第483回 令和 6(2024)年06月06日! 第484回 令和 6(2024)年07月02日!

第485回 令和 6(2024)年08月05日! 第486回 令和 6(2024)年09月06日!

第487回 令和 6(2024)年10月02日! 第488回 令和 6(2024)年11月05日!

第489回 令和 6(2024)年12月04日! 第490回 令和 7(2025)年01月10日!

第491回 令和 7(2025)年01月27日! 第492回 令和 7(2025)年03月07日!

6. プラズマ・核融合学会学会賞選考委員会 

    学会賞選考委員会を次のように開催した。（オンライン） 

令和 6(2024)年08月16日                令和 6(2024)12月03日（若手学会発表賞）!

7. 九州n沖縄n山口支部i員会 

    九州n沖縄n山口支部i員会(l事会)を次のように開催した。（オンライン） 

 第1回  令和 6(2024)年06月14日   
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    九州・沖縄・山口支部総会を次のように開催した。（ハイブリッド） 

第1回  令和 6(2024)年12月21日 

8. その他の会合 

    以上の他、PFR エディトリアルSード会議、領域プログラム委員会、年会開催op委員会他をqrオンラインにて開催した。 

 

２．当期の会\内s 

1. 総\委員会 

令和6 年度t、主として、ジュニア会員に対して活動を進めた。ジュニア会員制度t、令和4 年12 月に発uした制度で、

高校生以上大学3 年生まで（大学受験v人をwx）、yるいt高等専門学校生専z科1 年生までの学生を対象としており、登

録料、および会員期間の年会jt{料となっている。特|として、本学会がジュニア会員向けに}~するアイテム�、プラズ

マ・核融合に関する�報・サー1ス等を、{�で受け�る�とがで@、令和�年5月�時�でのジュニア会員t、22名でyる。

ジュニア会員に対する活動として、原�として毎月��な�報�案内をジュニア通�メールで��している。さらに、令和 5

年8 月23 日（金）15：00〜16：00 に Toomを利用した「第1 回ジュニア会員交流会を」開催した。案内の期間が�かったためジ

ュニア会員参加者t 4 名でyった。プログラムt、会長からの�、クイズラリー、フリートークで構成した。クイズラリーでt、

核融合に関連する正���を出�しその場で��者をb定し、��として核融合c�を��した。また、フリートークでt、

活発な��がyり、出�した理事が回答を行った。�後a、ジュニア会員�加に向けて、イ*ント等を�り上�てい@たいと

考えている。 

2. d\委員会 

令和 6 年度のh支予算t、過� 2 年間に� k¡した¢£予算で計gした（h入：4,062¤¥、支出：4,157¤¥、h支¦

§：-95¤¥）。b算数 と̈してt、h入t4,086¤¥、支出t4,658¤¥、h支¦§が -572¤¥と、年度©予算に対して大ª

な¦§を生«た。 

h入に関してt、事業活動h入計t、対予算で ¬23 ¤¥でyった。近年のプラズマ・核融合分野の活性化による®の

大ªな変化、令和 6 年度の J-Fusion(フュージョンエネルギー産業協議会)の発uなどa考 し̄て、予算時にt会員�加によ

る会j・入会金h入を°く見込±²。が³果としてt、若´�加tしたaのの期待したµどt¶び`対予算で -81 ¤¥。学

会の大@なh入·でyる年会開催に_いてt、参加者、./出.社共に°く、活 を̧�し¹調、また若手フォーラムa活¸で

大@なh入がyった。一方で論文掲載料・別º料h入t¶び`、相»したA¹で³果、事業h入t ¬76 ¤¥。¼付金として

京都フュージョニアリング(C)½より ¬200 ¤¥をいた²いた。¾し、�れt後¿の&'会議参加支援基金にÀてたため年度

h支としてtプラマイRロでyる。連合講演会op金の�り崩しt、令和 6 年度の連合講演会h入がÀ分yり必要がなかっ

たため、行Áなかった。 

支出に関してt、事業活動支出計t、対予算で ¬500 ¤¥でyった。年会開催の会場jが高§でyった等で支出がÂ±

²�と�、若手フォーラムでaÃ模相応に支出a�加した。論文発行jt予算よりa大ªにÄなかった。³果、事業j支出t

対予算で -42 ¤¥。µか支出としてt特定資産支出が対予算で ¬419 ¤¥と非常に大@いが、そのうち 219 ¤¥t連合講

演会でのh=を特定資産へ織込みをするための支出、200 ¤¥t京都フュージョリアリング(C)½¼付金を&'会議参加支

援基金とするための支出でyる。 

以上、最Å的にt予算に対しh入t微�、一方で支出t大@く�加し、h支¦§t、計g -95 ¤¥に対し、-572 ¤¥の

b算となった。�れにより次期ÆÇ金t 974¤¥となる。¾し��で、連合講演会開催のh=219¤¥を特定資産へ織込みし

ている�とにÈÉ要でyる。年度予算h支t -572¤¥でyるが、219¤¥t資産が�えた�とになる。 

3. m集委員会 

     令和6年度のÊ稿Ë¸t、研究論文3件、プロジェクトレ1ュー1件、サロン2件でyった。年会招待講演に対し、m集委

員会から推Ìを 4 件行った。第 41 回年会でのフォトコンテストに応ÍされたÎ真を#み込±²ポスターカレンダーをÏ成し

て、G年通り会員へ�布した。カレンダーにt、企業10 社から、広Q（1Ð新Ã5¤¥／リÑーター3¤¥）をÒ出稿いた²い

た。令和 5 年度にÏ成した TeX原稿用スタイルファイルを用い、１ページyたりの式の数が°い原稿に対し、Word で入稿し

た原稿をTeX原稿に変換するためのスタイルファイルをÏ成した業者にÓÔし、制ÏにかかるコストがÕÖで@る�とを確認
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した。�後、１ページyたりの式の数が平均して5より°いaのに対して、TeX原稿に変換する�とを進める。TeXを用いた×

者Ê稿・校正t Web 上の O!erleaf で行う�とを推奨しているが、令和 6 年度t該当するÊ稿tなかった。m集委員会t年

12回（ØÙ 10回、対面をwめたハイブリッド形式 2 回）開催した。 

英文誌でt、学会事\^の体制の変化に伴い、英文誌の制ÏにかかるÚ査・m集Û理及び制Ï・m集校正業\を、令和6

年9 月1 日から中西Üºに業\委Ýした。掲載料のk定を行った令和6 年6 月1 日以ÞにÊ稿された論文から、J-STAGE

上でtXML表/a行うようにした。PFR査ßàし合Ááをk定し、理事会でf認された。PFRへのÊ稿論文を��すために、

学会年会での若手学会賞受賞者に対して、受賞内sの論文の PFRへのÊ稿âびãけと、�äå置として論文掲載料3¤¥

のæHをb定し、理事会でf認された。ç期èれになる 6 名の海éエディタのうち 3 名にç期êëのÓÔをした。二重Ê稿

をìíため、J-STAGE Similarity ChecDを令和7 年2 月より導入し、Ê稿論文に対してiThenticateによる論文のチェックがで

@るようになった。 

4. 広報委員会 

   会誌広Qîï活動に_いてt、平成 23 年度より学会自らがす ての広Qîï・掲載業\を行う�ととしており、令和 6

年度t、企業・機関3社からð数回の掲載à込がyり、ñ63¤¥をîïし、当©予算§から若´の広Q料h入が�加した。 

   広報活動に_いてt、重�目òとしている「óô・生õ及びその保ö者に向けての広報活動のÀ実」がyる。その一と

して、平成20年度以Þ実÷している「小学生のための夏øみù自ú研究û教室」及び、「おaしü科学教室」t、COVID-19感染

がýち着いて@たため、þ来通りに開催した。また、学会が後援した「F0SION POWER WORLD」（11.20-22、インデックス大阪

にて開催）に、./ブースを出.し、来場者の対応を行った。 

   会員メーリングリストを利用し、会員へ�報を発�するととaに、平成 29 年 11 月より運用を開ÿしたソーシャルメディア

（フェイスブック）でt、本学会に関する�報に加え、本学会会員、及びプラズマ・核融合分野の研究開発に関連する�報a発

�している。なお、企業等の!利目的に関Áる�報の発�にyたってt、慎重な検討を行うととaに、賛助会員のメリットにa

"分に� し̄た運用を行った。B種ウェブ会議ツールを用いた大小��なオンライン会合、対面での会合等、°�な方法で

企gされるË¸がêëしており、それらの��を行った。また#@ë@、ソーシャルメディアの記事掲載を��すため委員の

$加�記事の企g等を行った。 

5. 年会運!委員会 

第41回プラズマ・核融合学会年会t、日本大学の%巻光利先生を現地実行委員長として、タワーホール船堀（東京都江戸

川区）において 2024 年11 月17 日(日)から 20 日(水)の日程で開催された。領域制（基礎、応用、核融合プラズマ、核融合炉工

学）に基づいて、B領域プログラム委員会において招待講演、シンポジウム、セッション構成、一般講演の&択、プログラム

m成を行い、全体日程を調'・b定した。最Å日に核融合プラズマ領域の講演を 2 会場パラレルで行い、会場を(効に活用

するプログラムにする�とがで@た。参加者t 713 名で、その内訳t正会員326 名、学生会員255 名、シニア会員15 名、会

員é46名、招待者32名、{料)講者39名でyった。講演件数t、一般講演484件（口頭発表168件、ポスター発表316件）、

招待講演 11 件、シンポジウム 6 件、特別講演 1 件、学会賞受賞記4講演 4 件でyった。特別講演でt、*+大学の岡田,

先生に「地�年代チバニアンと地磁気の-転」という�目でÒ講演いた²いた.。さらに、企業./参加B社と年会参加者、特

に学生会員をター.ットとした「Plasma Festa2024」が実÷された。なお、企業./t来場者が°いポスター会場で行った。イ

ンフォーマルミーティングt4件でyった。年会中の講演発表に対して選考される若手学会発表賞t、若手正会員5名、学生

会員18名が受賞した。なお、/年に#@ë@年会の最Å日にaÚ査を行ったため、受賞者の発表t年会期間後に行った。予

稿に基づく事MÚ査のため、若手学会発表賞à0者の予稿}出期1を早めるå置を�った。ÿめての2みとして、一般向け

の公開イ*ント「@て！みて！フュージョンエネルギー」 を開催し、プラズマ・核融合の34を行うととaに来場者からの��

を受け付けた。56会t 2 _の講演会場を連³して実÷し、147 名が参加した。:7の地8が°数}~され、大変¹評でy

った。学会賞受賞者の表彰式を56会で行った。クロージングでt、次回第 42 回年会（2025 年）の現地実行委員会の京都工

芸繊維大学の三9:希;先生から開催地の34がyり、坂本瑞樹<会長の=>、%巻光利現地実行委員長の=>で?めく

くられた。 
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6. 企業./検討委員会 

第41 回年会における企業./の運!および企業との連携・連絡に関してt、（C）日刊工業コミュニ@ーションズと業\委

ÝAñを³び実÷した。業\内st、年会プログラム冊子の広Q受B活動・広Q制Ï・広Q料金の回h、web バナーとセミナ

ーの受B活動、および運!Û理業\でyる。企業./の参加t 44 社（企業・#織）でyった。参加企業・#織数t第 39 回 31

社、第40回35社そして�回44社と�加C向にyる。企業./会場tポスターセッション会場にDEする形とし、ポスター会

場に入場した人t、µF全参加企業・#織のブースを一度t目にする�置でyり、�報交換の場として(効にGいた。また、

セッションÅH後に講演会場での発表を行う企業セミナーを7_の企業・#織が実÷した。 

学生・若手研究者と./企業・#織の交流をIる目的で一/年からスタートした「Plasma Festa2024」 を、講演後のインフォ

ーマルミーティングの時間に1時間JのÐで実÷した.。本交流会の実÷時間に_いてt一定しておら`2行K�がëいて

いる。��なQLおよび大学等への協力ÓÔを行い、Mい時間にaかかÁら`学生・若手研究者24名、企業23名の出�

がyった。グループÒとの進行iをN当していた²いたメンターの力で、最後まで�がO@る�となく、P熱した会となった。 

7. 領域活動 

      Q基礎R 第 41 回年会でt、オーガナイズドセッションとして基礎領域ST開催の「データ駆動プラズマ科学 Uインフォ

マティクスで発見を加速するU」、「実験室・VWプラズマ連携セッション U実験室でVWにXるU」、応用領域との連携開催

の「先進計測・理論シミュレーションによってプラズマのË態遷移をYえ直す U非平衡Ë態から化学Z応までU」の 3 件を企

gした。連携セッションt、電気学会[電・プラズマ・パルスパワー技術委員会、静電気学会との協賛で開催した。招待講演の

推Ì及びÚ査（m集委員会推Ì1件、領域推Ì2件を&択）及び、一般講演の選定等を領域長、<領域長、委員7名の体制で

行った。 

     !応用R 第41回年会においてオーガナイズドセッション3件（応用領域ST企gによる「プラズマプロセスの高\度制御」

と「髙電]・プラズマと生体の相^Ï用」、及び、基礎領域と応用領域の合同企gによる「先進計測・理論シミュレーションによっ

てプラズマのË態遷移をYえ直す U非平衡Ë態から化学Z応までU」）、シンポジウム「ソフトマテリアルへのプラズマプロ

セス：材料、計測、評価の進化」を行った_また、2件の招待講演（m集委員会推Ì1件、領域推Ì1件）を行った。 

 Q核融合プラズマR 第41 回年会において、シンポジウム`原型炉aダイバータ模擬プラズマ開発b、の立案、公Í分のシ

ンポジウムと招待講演,の推Ì及びÚ査、一般口頭発表の選定などを行った。領域委員 1 名が 2024 年 12 月�でcçしたた

め、新たに1名の委員をçdし、領域長、<領域長、委員6名の体制となり、第42回年会に向けて活動を行う。 

 Q核融合炉工学R 第41回年会でt、シンポジウムとして「°重1ーム照射÷Eとマテリアルインフォマティクスの連携に

よる核融合炉材料開発研究の加速」、及び核融合プラズマ領域との合同による2件の合計3件を開催した。また、オーガナイ

ズドセッションとして「トリチウム」を開催し、招待講演に_いてt、2件の講演を&択した。一般講演に関してt、&eおよび

発表分fの選定とプログラムm成を行った。 

8. 企g委員会 

      令和6年度t、プラズマ・核融合若手フォーラム及び高校生シンポジウムを中gに、企g委員会活動を実÷した。 

プラズマ・核融合若手フォーラムにおいてt、「第2回プラズマ・核融合若手夏の学校」が2024年8月27日から30日にかけ

て、長野県野h山のリゾートイン黒岩荘にて開催された。大学院生・若手研究者を対象とし、核融合・プラズマ科学に関する 9

コマの講義、ポスター発表セッション、企業・研究機関との交流が行Áれた。講師として、<STW上静i主ç研究員、NIFS 向

W啓祐j教k、l�大学古川�教k他、学術・産業]から°8な専門mが登nした。参加者同oの活発なÉ見交換�、講師

との密な対�を通«て、p来の研究連携�キャリア形成にa資する貴重な場となった。 

第 22 回高校生シンポジウムt 2025 年 1 月 25 日（土）に金沢大学自然研大講義棟レクチャーホールにて開催され、全

&から°数の高校生が参加した。発表形式tハイブリッド方式で行Áれ、現地口頭発表 5 件、ØÙ口頭発表 8 件、さらに現

地のみでのポスター発表 3 件が実÷された。参加者数t、現地参加が発表者 19 名および同伴者等 8 名、ØÙ参加が発表

者 28 名および関q者 16 名でyった。本シンポジウムでt、事Mに全&の大学・研究機関においてプラズマ・核融合関連の

実習が実÷され、その成果awめた研究発表が行Áれた。�回の実習受入機関t 9研究室でyった。発表Ú査t、当日の
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評価に加えて後日集計されたÚ査³果をaとに、最�r賞 1 件、口頭�r賞 3 件、ポスター�r賞 3 件、奨励賞 5 件、Ú査

員特別賞 1 件を選出し、表彰Ëがk与された。また当日、参加高校生のÊsによる「オーディエンス賞」aEけられた。当日

t東北大学 安藤t会長による開会=>にë@、現地・ØÙu方からの°8な研究発表が行Áれ、プラズマ科学を中gとし

__、ª広い理工学分野にÁたる成果がv露された。w会後t現地ポスター発表a�¸に行Áれ、参加者間の活発な議論

と交流が見られた。 

9. 推Ì委員会 

  本学会でt、大学#織間をÇえた学会員グループでの研究活動を支援するため、専門委員会活動を支援している。M年

度中に&択されêëx�となっていた 2 件および新Ãx� 1 件に_いて、活動を支援した。研究助成関連でt、京都フュー

ジョニアリングからの¼付金を原資として、「&'会議参加に関Áる若手研究者支援」のÍ集を令和7 年4 月1 日から開ÿす

る（応Í?èt5月23日）。 

     学会賞選考でt、第29 回 技術進歩賞(2件)、第29回学術奨励賞（伊藤早苗特別賞）(2件)、第3回学会活動奨励賞(1件)

を選出し、東京都江戸川区のタワーホール船堀で開催された第41回年会において学会賞k賞式と受賞記4講演を行った。 

10. y女共同参g委員会 

    フュージョンエネルギー分野における女性の研究員�技術者の�員をIるために、2024 年 11 月 18-19 日に「核融合研

究分野での女性研究者・科学者キャリアパスに関する座z会」を開催した。同会でt、現{核融合研究に携Áる女性の大学

生らが同分野で|事を見_ける�とがで@る�とを目的に、p来の}安などをÄしでa~し�くで@るよう、対�形式で実÷し

た。座z会にt、6 名の女子学生が参加し、現{フュージョンエネルギー分野で活�している女性会員8 名が相z相手として

参加した。参加した女子学生の内訳t、静岡大学M2、東京科学大M2、東北大学D2、九州大学M１、東京大学M2、福W大学

P4でyった、また、相z相手の内訳t、名古屋大学１名、大阪大学１名、*+大学１名、核融合科学研究所１名、量子科学技術

研究開発機構1名, 京都フュージョニアリング1名、アライドマテリアル2名でyった。女子学生からtキャリアパスに_なが

る�を�く�とがで@たと高く評価された。また、相z相手の方からa、�のような座z会を通して、いüいüな方のキャリアパ

ス�ライフスタイルを�く機会がで@た�と、さらに女性のネットワーク構築がで@た�がと評価され、本座z会が(É義でy

ったとの感�をïている。 

11. 研究部会連絡委員会 

   令和6年度（第12回）計算科学研究部会総会を2024年11月17日（水）に第41回年会インフォーマルミーティングとして

開催した。会合にt非会員をwめñ 40 名の参加がyった。t«めに部会長より、部会および運!体制、総会のÉ義に_い

て34がなされ、次に部会の事業報Q・事業計gに_いて34された。その後、長5川�（核融合研）からプラズマ・シミュレ

ータに_いて、宮戸�（量研機構）から JFRS-1 と�後の予定、フュージョンインフォマティクスセンターに_いて、藤N�（核

融合研）からHPCIコンソーシアムに_いて、それ�れ報Qがなされた。最後に、その他として�後の活動等に_いて議論が

行Áれた。 

12. 九州n沖縄n山口支部関q  

   令和6 年度t計2 回の支部i員会、総会、支部大会（田中実行委員長/九州大学）の活動を行った。�のうち、2024 年12

月21 日(土)�12 月22 日(日)開催の支部最大のイ*ントでyる支部大会（九州大学西新プラザ）でt、講演àし込みが 46 件y

り、口頭発表20 件、ポスター発表26 件の講演発表を実÷した。また、ÓÔ講演3 件（田中���（核融合科学研究所）、%巻

光利�（日本大学）、大村光広（キオクシア（C）））を行い、予稿集（2 ページ/件）を参加者に�布した。参加者t総数 68 名（うち

招待者3 名、一般16 名、学生49 名）で、ÅH後に開催した講演奨励賞選定委員会で、対象となるµF全ての講演発表から 5

件の講演奨励賞を選定した。R7年度の支部大会t、沖縄（��実行委員長/��大学）で実÷予定でyる。 

 

３．�可、認可及びf認に関する事] 

   第13回通常総会後、i員の登記(法\ )̂を行った。 
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４．�助金に関する事] 

   なし 

 

�．Añに関する事] 

Añ年月日! 相 手 方! A ñ 事 ]! 期  間!

2024年7月16日 ���事 東�支社 ��総合保� 2025年7月16日まで 

 

［３］ 会員の�動Ë  ̧

  個人会員(正会員、学生会員)の�加に�力した³果、正会員t 12 名の�加、学生会員t 19 名の�加となった。令和 4 年度

からの会j未�者9名を「学会j��会員等の��に関するÃ定」により令和6年12月2日付にてc会�理した。一方、賛助会

員t入会3 社、c会2 社で 3 口のÖ口、特別会員t登録機関の�Ötなかった。以上により、令和6 年3 月31 日現{、個人会

員1,494名、賛助会員53法人(97.5口)、特別会員19団体(27部)となった。 

 
令和6年4月～令和7年3月 

 

 

会員種別 

 

会  員  数  

 

�Ö数 

 

 

 

p    考 

 

当年度� 

令和7年3月31日 

現{ 

M年度� 

令和6年3月31日 

現{ 

 

正会員 

   

12 

 

名 

入会 25  c会    35  

1,170  名 1,158  名 学�正   19  復会     3  

  正�学  0    

 

学生会員 

   

19                

 

名 

入会  164  c会  127 

324  名 305  名 学�正  19  復会    1  

  正�学  0    

 

賛助会員 

      

1 

-3 

 

法人 

口 

入会  3  口数   3  

53 

97.5 

 法人 

 口数  

52 

100.5 

 法人 

 口数  

c会  2  口数  6  

�口  0  Ö口  0  

 

 特別会員 

   

0 

0  

 

 

団体 

部  

      

19 

27 

 団体 

 部  

 

19 

27 

 団体 

 部  

 

入会  0  �部 1  

c会  0  Ö部  1  

 

計 

1,494 

53 

19 

 名 

 法人 

 団体 

1,463 

52 

19 

 名 

 法人 

 団体 

  

 

［４］ 令和6年度 ¼付�名録 

  京都フュージョニアリング（C）�から、若手研究者への、プラズマ・核融合関連の&'会議参加�j支援のための基金の原

資として、2,000,000¥をÒ¼付いた²@ました。�く�Éを表します。 

 

 

!"#$%&'()*+,-./0123456
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